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フ ィ ール F'L/ポ ー タ ー

掲 示 板

2002年度 第 3号 通巻第20号 (8月)

フィール ドレポーター担当､桑原@琵琶湖博物館です｡

毎 日毎 日暑いですね｡｢夏は暑いのが当た り前｣､ とはい うものの こう暑い

日が毎 日続 くといい加減 うんざりしてきます｡いまため池調査の真っ最中です

が､皆 さん くれ ぐれも暑 さ ･日射 し対策を十分 にして楽 しんで ください｡

さて､ため池調査 について最初 にお断 りをしておかなければな りません｡先

に送 らtt-ていただいた御案内の中に､調査終了の期 E]を入れ忘れていました0

あとのアオマツムシ調査 との絡み もあ りますので､ 8月 31日をもってため池

調査の一応の終了 とさせていただきたいと思います｡ もちろん､調査用紙はそ

の後 も受け付 けますので､お送 りください｡

そのため池調査ですが､真夏の暑い時期の調査 なので難 しいので しょうか､

あるいは皆 さんた くさんの情報 をため込んでお られるので しょうか､開始か ら

ほぼ 】ヶ月たちましたが､情報があ まり集

まってお りません｡是非多 くの方の情報 を

お待ちしてお ります｡

ところで､今年 もまた- ちまの季節がや

ってきました｡皆 さんのお うちのへ ちまは

いかがで しょうか｡今年は､博物館 の生活

実験工房の横 にある畑 に何棟 か植 えてみた

ところものす ご く繁茂 し､すで に数十本の

へちまの実がぶ ら下がっています｡やは り､

畑で養分が豊富 なこと､たいへん 日あた り

のよいことが影響 しているので しょうか｡

皆さんのお手元にもすでに届いていると思いますが､今年 も夏のへちま交流

会を開催 します｡今年は､五個荘町にお住 まいの坪田さんのご協力で､五個荘

町で開催することにな りました｡詳細 については､今号のへちまクラブの中で

紹介 しています｡是非多 くの皆 さんのご参加 を期待 しています｡

7 イーjL,i-'L/ポーター8･9R の予定 を方舟 らせLiす O

･8月 3日(土) 定例会 : 於 :琵琶湖博物館交流室

･8月 18日(日) 夏のへちま交流会2002!!

於 :五個荘町宮荘公会堂

･8月 24日(土) 定例会 : 於 :琵琶湖博物館交流室

･9月 7日(土) 定例会 : 於 :琵琶湖博物館交流室

･9月 15E](El) 定例会 : 於 :琵琶湖博物館交流室
■予定は変更になる場合があ りますのでご了承 ください｡
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尊貴農磯舟を切-凍 鰻 )

｢象化石の高橋 さん｣
草津 中後 佐知子

企画展 F絶滅 と進化 動物化石が語る東 アジア 500 万年｣

の解説手伝 いをさせて もらった時の印象が強いお方です｡

中国 との共同研究の人脈で もって､あの大量の化石が海を

渡 って きたこと｡ また化石展示の レプリカを開館後 に作 ら

れていた姿や､発掘紹介 ビデオで話 し相手の女性 をデー ト

に誘 う場面 を流 されるなど､くだけた面 もある高橋 さんに､

鮭 麗 』 ｢.aLd遥 今回 ｢は しかけさん｣の担当になられたこともあ り､追 っ

専門学芸員 てみました｡
高橋啓- さん

出身地は､転勤族のご両親 と各地 を転 々 とされ特定する

のは難 しい｡生 まれは､母上の郷里福 岡で､ 1年余 りを過 ごされたのを皮切 り

に舞鶴 ･京都 ･大阪の高槻 ･池田 ･埼玉-･-0｢大学卒業 までの 13年間を過 ご

された埼玉が-.番長いかなあ｣ とおっ しゃる｡

ご両親は､現在高槻のお住 まいです し､仕事 をされた新潟に 10年､現在お

住 まいの栗東に 6年 日になられます｡その内､栗東が故郷 と言っていただける

ようになるのではと思っています｡

地学 を志 された動機は､少年時代 に恐竜の研究者 にな りたいと思ったことは

あったが､夢のようなもので､特に化石を集めて回るマニアでは無かった｡化

石に触るようになったのは大学に入ってか ら｡ 自然科学一般 に興味があ り､特

に進化に面白みを感 じていた｡生物 ･農学 ･地学のいずれかに進 もうと考 えて

いたが､生物は動物 を殺すのがかわいそうだと考 え地学を選んだ｡ しか し､就

職 してか ら実験用の動物を随分殺 しました｡ と笑ってお られた｡

比較解剖学に興味 を持たれて､ 日本歯科大学新潟歯学部口腔解剖学教室に就

職されて､動物や人体解剖､歯の形態 を生徒 に教える傍 ら､骨の化石 を調べる

基本になる生 きものの骨 ･筋肉や神経 ･血管の勉強 をして化石の研究に役立て

られた｡この 10年間が基礎的研究の時期 とのこと｡

琵琶湖博物館準備室が出来るか ら来ないか と誘 われ､1990年 に基本構想の

時期よりここに携わってこられた｡オープンまでの 6年間､また立ち上げてか

ら博物館が軌道に来るまでの 2･3年は研究がで きなかった｡最近になってや

つと研究にも時間が とれるようになったとのこと｡ ここは､いろんな事業 を展

開 しているし､全国の博物館 をリー ドする立場で もある｡それをやっていこう

とすると中途半端 にはで きな くて大変である｡｢研究がで きなかったとい うこ

とについてどうですか｣の質問に､研究ので きない研究者は､家の建てられな

い大工 と一緒で不満であ りス トレスはある｡ しか し､研究者が研究だけをして
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完結ではなくて､知ったことを知 らせるまでが研究者の仕事である｡その方法

としては論文を書 く､学会で発表 した り本 を書 くなどあるが､博物館で展示を

したり､来た方にお話 しすることも方法のひとつである｡

テーマを捉えて､このテーマ も自分の思いだけでな く周 りの人がこんなことを

知 りたいと思っていることを､自分の興味 と-致 させて研究 し分かったことを

知らせる｡そ して知識 を広め面白いと思って もらう｡そこでまた疑問や質問を

受けて研究する｡その循環が研究の作業であ り､研究者の仕事である｡この博

物館のやろうとしていることはその実践であ り共感 を持 っていて､いいことだ

と思っている｡ただ時間のバランスが問題であ り難 しい｡研究に時間を割 くと

交流の時間が少な くなる し､そればかや-をしていると研究で きな くて､新 しい

事実を紹介できないと言 うジレンマはある｡ しか し､ してで きないことではな

いと思っている｡ とおっ しゃる｡

ユニークな博物館の基本構想のメンバーの一人 として､今後 も琵琶湖博物館

を楽 しいものにしていっていただけることで しょう｡

象の化石 をテーマに選ばれたのは､全国か ら多 く出土 し情報が得やすいため

で､現役の研究者は現在 3人が活躍 してお られるそうです｡中国や台湾 との共

同研究 もなさってお り､中国へはよく行かれるそうで､8月か らも台湾の研究

者 と一緒に回られるそうです｡今回はイン ドネシアか ら帰 られたところを地学

研究室にお邪魔 しましたが､｢島の動物は どうやってで きて くるのか｣ と､島

国日本 と同 じ条件の国との共同研究でジャワに行 ってこられました.外国の研

究者 と友達にな りなが ら象や最近は鹿の化石 も見て回っておられるそうです｡

｢今 までで一番楽 しかったことは｣ とお尋ねすると､野尻湖の発掘､東京都の

地下鉄工事現場 ･九州で掘 った時なども面白かった. とおっしゃる｡予想 を立

てて発掘 してい く時期が面白いようです｡研究 も面白いのだが､早 くて 2･3

年､時には 10年 もかけて数ページの論文 を仕上げる｡ という質が違 う奥深い

面白さだとのことで した｡

今度 また ､

琵 琶湖 の成 り

立 ち とほ ぼ 同

じ 400万 年 か

けて進 化 して

きた象 の お話

を聞 く機 会 を

楽 しみ に､高

橋 さんの紹 介

を終わ ります｡

/ i ■L r- li ,...:ill:.･･.∵ - :ヽ

)'i._. 喪

下顎がシャベル状の ｢プラチベロドンゾウ｣
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ため池観察交流会

琵琶湖博物館 フィール ドレポーター担当

桑原雅之

皆 さんため池調査の方は進んでお られ

ますで しょうか｡ため池 に住 む生 き物の

見つけ方や見分け方など､結構苦心 して

お られる方 も多いのではないか と思いま

す｡

去る 7月 13日(土)に瀬田丘陵において

ため池観察交流会 を開催 しました｡例年

だと､交流会は調査結果の発表会 とい う

形 をとっているのですが､今回はため池

観察の トレー一二ングもかねて､交流会 を実施 しました｡当 日は､早朝 に激 しい

雷雨があ り､ため池観察はとうてい無理だなという思いがあったのですが､参

加 された皆 さんの熱意が通 じたのか､集合時間の頃にはすっか り雨 も上が り､

ちょっと蒸 し暑い日にはな りましたが､楽 しく観察を行 うことがで きました｡

当日は､数台の車に分乗 し京都大学生態学研究センターの米倉竜次 さん､総

合地球環境学研究所の神松幸弘 さんの案内で､い くつかのため池 を見て回 りま

した｡やは り多 くのため池にはオオクチバス (ブラックバス)やブルーギルなど

の外来魚が多 く侵入 していましたが､在来魚の残っているため池 もあ り､日本

産魚類の したたかさもかいま見えたようです｡魚類の他 にも､ トンボなどの昆

虫や､イシガメ､カエルなどた くさんの生 き物を観察することがで き､参加 し

ていただいた皆 さんにも楽 しんでいただけたと思います｡

また､午後 には京大生態研セ ンターにおいて米倉竜

次 さんか ら､ため池に外来魚が入って くると､在来魚

は どうなるのか といったような内容のお話 を聞かせて

い た だ

き ま し

た｡

魚についてお箸 を 結 構
していただきました ｡

ハ ー ド

な 1日で したが､楽 しく有意義

な 1日であったと思います｡

案内と講師をしていただいた､

米倉竜次 さん､神松幸弘 さん本

当にあ りが とうございました｡
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た め 池 調 査 一 私 の 場 合 -

2002/ 8/ 1

大津市 【ファイ トー ＼ (▲〇人)/ 】

いや～ 暑 いです｡ こんな暑 い時期に ｢ため池調査｣ を しな くて も･･.と思いなが ら

も､ 日差 しが強 い方が魚 を見つけやす いので､やは り調査 は叶れた 日に出かけて しま

います｡

魚の穐零でおも しろいのは､フナや コイは人を見 るとスー ツと遠 ざか ってい くのに､

ブラックバスやブルーギルは人 を恐れず､池の中 をわが もの漁で泳 いで いることです｡

お陰で､ これは尾が半分 白いか らブラ ックバス､様 じま模様は ブルーギル と､魚に弱

い私でも自信 を持 って見分 け られ るよ うにな りま した｡

苦労 したのは､地図 を見なが ら池 を探 し訪ね るときです｡住桓 地 図で確認 して行 っ

たのにt池が見つか らな いこともあ りま した｡ そ こで次か らは､"人に尋ね る作戦 "

に変更｡池の近 くまで行 った ら､まず 人 を見つ けるのです｡ そ して､｢池が ある場所

をご存 じですか ?｣ と聞 きます｡道 を教 えていただけるだけで も助か りますが､話 し

やすそ うな人だと思 った ら､池の名前や魚の有kな ども聞かせて も らいま した｡

それに しても､バスやギルが 多 くの池で見 られた ことにび っ くりして います｡人が

近づきやす い池は､外来魚がいる確率が高 いので しょうか ?琵琶湖の逆水 をため る池

では､水 とい っしょに卵や稚魚が入 りこむ とい うのは本 当ですか ?

た くさんの報告が集ま る と､｢現代ため池状況｣が い ろい ろ明 らかにな るで しょう

ね｡ どんな積黒が出るか菓 しみです｡

一一一一′ 一~＼ li;ヨ
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表 題 【ため池を訪ねて】

投稿日 【02.7.28】 名前 【草津市 古谷 善彦】

第一回の｢タンポポ調査｣は今津で､今回の｢ため池調査｣もその延長で今津方

面の池を調査対象にしていましたがその土地に不慣れな為､池を探すのが大変

です｡前から三谷集落の人に聞いていた三谷池を｢ため池調査｣の始まる以前の

5月に見に行ってきました｡

以来 3回訪れ､三谷池からすぐの所に奥出池があると聞いて行ったのですが､

未だその池に到達せず (何れも山の急な斜面に行き当たり)引き返しています｡

7月21日 (日)の午前集落の人たちが大勢出て草刈 り作業の休憩で雑談中､

その人たちに聞いてみると｢直ぐそこや｣､｢こっちの道からでも行けるで｣､′J､

道に置いてあった小型の トラックを指差 して｢歩いて行かんでも車で行ける､車

退けたろか｣などとあちこちから声を掛けて頂いたのですが､あいにく小浜沖-

釣行の途中で行 く時間がなく､｢又来ます｣と云って改めて 7月 26日 (金)に

三谷池-赴 くと釣 り人が居て奥出池の所在を聞いてみたところ｢私は行った事

ないが直ぐこの上と聞いているわ､行って来てみい｣との事で炎天の中､細い山

道にクモの張った糸を払いのけながら行くも急斜面にぶち当たり､右の道や左

の道を約40分歩きこの日も池に到達できず下山 (何でこんな山の中の池を探

すの?と自問自答)｡この釣 り人に聞き取り調査をして次の目的池- !｡

この近くの酒波にある等の｢口留池｣を目指 し見つけた池には｢もみ じ池｣の標

識があり､随分前に間伐材を使用して遊歩道が造られたようで付近も整備 され

ていますが､これが｢口留池｣?付近の案内板には｢ロ留池｣が無いので多分これ

が本来の｢口留池｣か (資料より面積が小さい?)､若 しくは埋め立てられて無く

なったのか｡埋め立てられて無くなっている池もかなりあるようで､同じ地域

の梅原と云 うところでも無くなっている池があると聞きましたが､ホ場整備に

よるお役ゴメンの結果なのでしょうか.

三谷地区の人の話では山の上にある淡海池にもブラックバスがいると云って

いましたが､本当ならそんな所にまで放流する目的の真意を伺いたいですね｡

｢ため池調査｣の調査過程で目と耳で現実を確かめながら､意外 と多くの知識

が得られる絶好の機会でもあるような気がしています｡
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表 題 林 - - - - ホ タ - は 何 匹 い る か

投稿 日 (2002 6･10

投稿者 新旭町 堀 野 蓄 侍

新旭町と岡区 (集落の名前)が共催で 6月 1日にホタル観察会を開催 しました｡

午後 7時に開会｡ホタルの臥 リコ- の杭奏を剛 ､た後､近 くを流れている棚 馴 に

Fホタルは何匹いるかJをテーマに鞘催 した｡

受付で参加者全員に rホタルの予想別 を投函 してもらった｡

参加者 82名の者が協力 してホタルの数を数えるために次のような方法を行 った｡

1 J.1を に 区別 に分けて調べる｡O

林照寺川左岸の道路にある三箇所の街灯を日掛 こしてA ･B･C区分で調べる｡
2 桃別に分かれて調べる｡

入場者全員に沈す 幡 別 により五姓に分かれて調べる｡

各班は一分間隔に波状的に出発する｡

班別にホタルの数を調べたら元の会場へ帰 り､掲示 してある一覧表に記入する｡

その結果は次の表の様になった｡

1 同 じ条件でホタルの数を調べたのに､大 きな差ができた｡

2 A ･B･C三区間合計数が三姓 ･五班が数が多 く､同数のため F正解は 34匹Jと
した｡

3 州全体を見るとB区分がホタルの

数が少ないことが分かった｡

柵 こ予想 したホタルの数は次の様になった0-- ら140代でと幅が広 くこの中で JL1

F30代Jが8名いたので､これ らの方を r入貴割 とした｡

J如 .-7寺一一'4,Ji'1,i-｡AI ㌔ 罪 .,

戦'Li / ヱ 3 !.+ 5-今オ

Cg8,_ユ0/'(一､ナ./ 20

8 3 6 8 6=■ ち

A /0､̀モミ====== フ ∈,冒 守/

----1---tJL-.L_1
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表 題 【釆LLlq矢とフけさ施 O,療頻 〔未の息和 を教 えて下さ､1 】

投稿 日 【oユOb ,0 rお名前 【マキノ 市㊨村 や ･･l療 司 】

旦那 師が鹿いて､･たら即 日凍永森セ1-7一高も斗君埼吐 く即わPl･,l4,境q lこ植え

られひ5称 乃木 〃如 凧 て藤や東が触 りです 働 舟ざれているサフランズo'よ)Jこ

粘 り･ftいまT.二の丸よ硯 が東d̂虫てし､さo'ですが鼻 は経 之泊れ湊の着太り .

液の矢ITや本のサラン太hilこ尊い穐 ですが･あすさと7yりが′51.)_o'.I)I:察緑 色t:

tJ伯す 東の敵 よI机位で峰 ですがとてもおいしそうでT,

粗 口.-一入¢t={栂 収 が淡味 あ,て鎌 ロにみ ､ませ人で した.

丸 吉この木をソメイヨン/だ絹 って､､缶のですが こ人ばに米山o)実をフ･T古米は勅軒 か Lr:

のそ見本や矢と賓を司許 しますo'で耗4'大 功種類を教えてTさい

- 9･-



表 題 [ネヴァ-エンディング納豆ス トー リー]

投 稿 日 [020613] 名前 [彦根市 加固 啓英]

*自家製納豆を トロ箱水田の稲作か ら作 り続けて3年 目になります｡ 今年は更にエス

カレー トし､納豆用の大豆の一部を種子に して､大豆 も自家栽培に入 りました｡ 栽培

に使用する水は風呂の残 り湯を当てていますo わが家の愛犬は､鶏の骨以外の動物性

の食品の人の食べ残 しを水で塩抜きしたもの全てを食べつ くし､ウンチとオシッコにか

える究極のディスポーザーです｡ これ らは土に埋められ､ほぼ分解するとプランター

等の用土につかわれますo 風呂の残 り湯の水 と空気中の二酸化炭素で､セルロースや

澱粉 ･糖分のような炭水化物 (含水炭素)､更に加えて犬の尿か ら､今後は大豆の根粒

菌による空気由来の窒素を固定 したア ンモニア性窒素 も加わり､蛋白質の主原料の一部

として自家製納豆に組み込まれているはづです｡

*今は稲築､大豆 とも収穫前で自家製原料がなく､市販の納豆の発泡スチロール容器で

納豆作 りに励んでいます｡ 以下に常識人 (おた く･マニア ･変人以外の人)のための

稲作行程を省略 した簡単な自家製納豆の作 り方をお知 らせ しますO

く 用意する物 )

クーラーボ ックス 釣 りなとに使 うもの｡

市販の納豆の容器 納豆を食へた後に残 る発泡スチロールの容器

ペットボ トル クーラーボックスに上記の容器と共にクーラーボ ノクスに納 まる

サイズ､納まる数 (4本ほと)

く作 り方)

1. 市販の納豆を食べるとき容器の蓋の内側にも納豆のネバネバを擦 り付けて置きますQ

(必要は無いのかも知れませんが､私は膏油やカラシは別の容器に移 してか ら混ぜて

います｡) これで味の決め手のナ ットウ歯の元 と容器が手配出来ました｡

*この容器のナットウ菌は容鯨が乾燥 しても､特に栄養 となるものを加えな くとも長期

間生 き続けているようです｡休眠胞子のような形で待機 しているので しょうか｡

2. 大豆 250gのもの-一袋で､市販サイズとして8パ ック程か得 られます,,

大豆は一晩水に浸けた後に､水が少なめの水煮にします｡ (大豆は水を吸 うと､予

想以上に膨れますので大きめな容器 と多めの水が必要です｡) 私は圧力鍋で40分

程煮ています｡

3. 大豆が煮えました ら熱いうちに容器に移 しクーラーボックスに収めます｡ この時孔

のあいたオクマを使 って水分がなるべ く少fi:くなるように します｡ 発酵 (?)が進

むと水分は更に増すようです｡ (これ も必要無いか も知れませんが､この時割 り箸で

容器に付いているネバネバを大豆に絡めるようにかきまぜています｡)

4. クーラーボ ックスの隙間を埋めるように､熱湯で満たしたペ ットボ トルを並べて下

さいO 尚､ペットホ トルのプラスチ ックフィルムのラベルは､熱で収縮する性質が

あるので､あらか じめ取 り除いておいて下さい｡

*熱いうちに容器に移すことは､納豆作 りの奥義の極致ではないかと思います｡ 沸騰

に近い温度では大抵の雑菌 も滅菌に近い状懇 となり､その間にもナ ットウ菌は鋭意増殖

して天下をと取 るのではないで しょうか｡ 味方の苦 しい時 こそ敵 も苦 しい時ですか ら｡

- 10-



表 題 [空に向かってヨーイ ドン !]

投 稿 日 [020613] 名 前 [彦根市 加固 啓英]

私の家は園芸植物はあまりなく､ジャングルに近い状態なのですが､気が付いたら蔓性

植物がやたらにおおくなっていました｡

(例) アケ ビ 子供たちの食べた実の種子か ら｡

ヤマノイモ 山か ら持ち帰 ったムカゴから｡

ツタ 山採 り｡

ヘクソカズラ 由来不明｡

カラスウリ 山か ら実を持 ち帰 った為｡

こオイ二 ンドゥ 園芸種O

加えてヘチマ､ ヒョウタ ン (オオ ヒョウタ ン)､カボチャ (ハローウィン巨大南瓜)香

同時に蒔き､大きな鉢に各一一株づつ植え付け､高い竹垣状のものを急造 して取 っ手 としま

した｡ 現在､頂上を目指 しての競走中です｡

これらの3種は全て ｢属｣が異なるのですが､発芽 してみると子葉は見分けが付 きにく

いほど良 くにていましたo (種子はヒョウタンだけが白っぽ く形にも雪上､があるo)

+薬は豆類なとよりずっと長い間萎びずに線色を保ち､初期の同化作用をかなり分担 し

ているようです｡

本東では見分けることは出来そうです｡

* ヘチマだけが暗線色に白っぽい葉脈､絵郭はかなりギザギザ0

* ヒョウタとカボチャの本葉 (幼い本葉)は､輪郭はフキのような､ほぼ円形で ヒョ

ウタンはビロー トのような手触 り､カボチャは トゲ トゲ ･ザラザラです｡

茎は三種三様ですが､

* カボチャはずば抜けて太 く､巨大なカボチャの重さに耐えられそうです｡

* ヘチマが最 も細 く､それで も (実 と同様に)繊維が多い為充分に強いのではない

で しょうか｡

現在の成長状況はヘチマが トップ､ ヒョウタンが どリです｡

-日-



責 歪 ｢ヨコヅナウシガメ｣

投稿ヨ｢02･3803｣ 名前 r大藩市 有田 重彦｣

大相撲の名古屋場所も横綱貴乃花は残念ながら連続休場､次場所で進退を含め乞ご期待

ということになってしまいました｡

ところでさる四月末､日当たりのよいわが家の白い壁面で､写真に示すような2センチ

弱の虫がひなたぼっこをしているのを見つけましたOよく見るとカナブンを平べったくL

T=よう7:i-黒い昆虫ですが､羽の外周を白黒の模様がついたフリル状のものが取り囲んでい

ますO別によってザ博物盛の八尋さんを訪ねますと､サシガメでしょうとすぐ図鑑をパラ

バラ､ヨコヅナサシガメということがすくに分かりました｡胴体の外周についている白黒

のフリルは､まさに積綱の化粧回しのイメージで､命名のすぼらしさ､ピックリさに感じ

いった次第です.命名毒はさぞかしこ満悦だったううといらぬ勘ぐリです｡

動きは､のぞの菅とスローモ-で小説スタイルですが､張り手などなく､また飛び立つ

こと=JTihくておとなしい性格でLT=｡口吻は写真のように細長く､果汁なんかを吸うのだ

ろうとバナナ､りんごを与えてみましたが､その上に留まっていることは多かったのです

が口を葉書刺して食べているところは見られませんでLT=O結局､餌付けは失敗というと

こでしょうか､1週間で死んでしまいました.その後続いて2匹見つかり盲 したが､1匹

はやはリ1週間ほどで死んでしまいました｡下記の資料によると肉食なのでしょうが､生

きた虫を揺らえて食べるという敏捷性は全く感じなかったので ･I･｡餌つけ失敗という

ことで､3匹日は無莞放免としましたが､翌日には行方不明になっていました｡小学館の

E]本大百科全書からの抜粋記事は次のとうりです｡

サシガメ ｢刺椿象､刺亀虫｣assassinbugs

長男詞半廼∃異廼垂ヨウシガメ科Q旗形は糸状のものからへん平なものまでいろいろO

腹部薦合板が幅広く､腹部が帯?状に広がるもの､体全休に蘇状突起のあるもの､太くて

商状のもの､触角､謝､腹部に鼻毛を有するものなど､頭部は円筒状でしばしば長い｡口

吻は太く短いD前軌 ま全体的に膜質､2個の大きな廼室があるO

ウシガメ科は3Lj重科､世界で3000種､熱帯地方に多い｡日本には8重科､約50種｡地上

植物凍上で生活し昆虫等を捕食し､害虫の天敵として知られる種も多い0人の血を吸う吸

血性のもJTJもいる｡ヨコヅナサシガメは成虫で集団越冬する (わが家で3匹見つかったの

で､どこか近くで集団越冬していたのでしょうか)0

ヽ.′ 1■-
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蓑 題 【 -t,1 ､ワ つ LJ7

投稿 日 【 ,･∠ -(,･打 去 朗 前 【-/17･1,勧 村 十拍 菟号1

小机 か7.,つ･十一一考か 朝 亘汗t//iti (1､楚了･1,,

】

ー

/ii-隼 つ桝 ,巨.家中むく頼 ･/秀,7-檎 Lワて-,すか7-#け乳た

こ､Lか瀬 廿 (I/-/Jへ/'I]r,/i"t†津川 ,､三えうつ 鳩 で垢和 す

裾 Lは fT -CL車 町 頼 ん卦 :-rLLl,(,I/i-L叉,/I,I/かH TL声,2/すいん て

-l :･ .. :I. ･･･ ' .･: : I ,:

-.,伸 ;.哨 戒 イ-)玖 才･,と堵 ZlJiL′ウ71･･うう43,､ 孝行 ,3 L)

用 及 L'JhL.凋 卜こし)51..
iZl

i-JbTdあ ー.一 十昏〆 .-Jbナ8g 'Jbナ昏# ハb8チ_I:+:I

蓑 題 【 ,71べ l)L/二L

投稿 日 【,,JZIt/d周 ■ぉ名前 【そ 呼 ㊥ 町 村 萌 す

LiiL
ll
rHu㌻ゾ1ttj

-一-

--- - :I- 1:_- : :一一
Y:撒,-[/-/玖11-枚米寿目し久 ｡

'用 ･a･'Tl,:FllJ13-I:､紘 -軒 歌 学掴 二右耳 か潮 瑠 紅 碩 ･王＼入
ヒニラ､雀 .;1,Irl)子､u I,7Aji'/7],Sがエ-7- し'･)琵孝と争,こしれ 産｡
∴ ･ ･ ･･-･･∴. Il一 LIL.･.･･.'･ ･ ･･･

峰 べ隼 か サ/J/j啄木鳩叫 ､- ･エペ鋸 ､Ti/ウ十日え/'7､/射

て'glr1号か頼 ､･.-I-i,7'l上空EJ-(_翻 れ 71.,

勅 封 巨 射 申 坊 か こし旦 廿 ,T,;/2,,湖 中 ~卦 ,て
3･?,fl身･'十'Jl1 -,i-Ia-,r7--7-か.7/:-i L/′-7 > .)
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彦根市稲部町270-8

加固 啓英

Te上aFax0749-43-2576

表 題 [植物の標本として必要な用件は何ですか]

投 稿 日 [020617] 名 前 【彦根市 加闇啓英 】

5月 6El(?)在来種のタンポポ一株か ら二枚の幸を採取. Aは普通の押 し花､Bは

サッと煮て､割 り箸で紙の上に拡げたものです｡ 標本に線色が保たれないかと思 っての

鮫茶と紅茶からの発酵を停める発想です｡

先ずは様子見のつもりで もあり､時間､作業場所､用具 も無 く､あまり丁寧な作業は し

ませんでしたが､衷喪に凹凸のある葉でも､押 し花よりは作業は容易で した｡ 経時的に

暗褐色の′マリパ リの崩れ易いものにはならないことを狙 ってています｡

もしこれが実用価値に繋がる可能性があれば､もう少 し本気でテス トを したいと思いま

す｡

Jd=ゝ ノ顔Pk Jd=k .d♂乱 .荻コ虹 .ddE5'虹 』コ虹,d昏ゝ .d=虹 .deゝ .djk .dβゝ ノdjゝ

■ii=ヨ

表 題 [カタバ ミのシヤク トリガの幼虫]

投 稿 日 〔020613] 名 前 [彦根市 加蘭 啓英]

私の家の門扉の下に茂 ったカタバ ミに3匹程の､ごく小 さなンヤク トリムシが住み着い

ています｡ 今 日 (7月 4日)稲枝東小学校の先生 と児童たちが飼育の教材 として提供す

ることになっていたメダカを引き取 りに見えたので､子供たちと一緒 に用意 して置いた数

個のルーペで探 したところ､子供たちの方が数段 目が良いのか､す ぐに5-6匹を見つけ

だし､これを話題に盛 り上がりました｡

このシャク トリムシは薄い黄緑色で釣 りのテグスの棟に細 く､上棟の菜の撫 いカタバ ミ

の葉柄にそっくりです｡ おまけに芸の細かいことには､風に揺れている様 に身を震わせ

るのです｡

このシャク トリガ (本によってはシヤクガ)の種名を調べようとおもいましたが､成虫

の蛾を見ていないことと､鱗 し目シャク トリガ科は世界に約 8000種､日本には600

種以上とのことで､検索を斬念 しました｡

かくなる上はカタ‥ ミごと広 口ヒ/の中で育てて成虫を見届けてやるつ もりてす｡

しつこく食い下がるぞ ! 乞 う御期待 !!

～.-
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表 題 ｢蚤の思い出/終戦記念日を前に｣

投稿日 ｢020803｣ 名前 ｢大津市 有EEl重彦｣

過日読んでいた本に､蚤に関する記述があり､懐かしいなと思うとともに頭の中に残っ

ている変な記憶を思い出しました｡

終戦の1945年に中学-一年生となった私の青春は､終戦とともに始まったわけで､旧制の

中学に入学して新制の高校を卒業するまでの六年間､同じ校舎で同じ悪友と､高校入試も

なく存分にクラブ活動などで腹をすかしながら過ごしたものです｡今から何十年前ですか

日本のオリンピック水泳陣全滅のころ､六六四制にすれば中学高校生のメダリストがどん

どん出て乗るよと､人に会う度にしゃべっていたのですが､最近号の良さが認識され､滋

賀県で来年から中学併置高校が三校発足することになったのは嬉しい限りです｡脱線しま

したが､衛生状態が悪くて蚤との付き合いが普通だったのは､この六年間というよりその

前半の三年､あるいは終戦前の-､二年を加えたものだったでしょうか｡

中学の二､三年の夏休みの一日､クラブ活動のため西鉄のテンテン電車で学校に行き､

職員室で担当の先生に挨拶していたら､横に座っていた別の先生が大きな声でおうこんな

大きな蚤がいたぎと､私のシャツから指でつまみ取り､左右の親指のつめの間でピチッと

漬して ｢ワッハッハ｣｡当時は蚤がいても別に恥ずかしいことはなかったのですが､内気

でおとなしかった美少年 (?)は顔を赤らめるだけで､蚤が

テンテン電車のシートから貰ったばかりではないかとの抗議:,;

ツの外についているのは

きず､喜寿を迎えたこの

年まで､心の傷として残っているのでしたOちなみにこの先生のあだ名はブリチョン､英

語の先生で8RITAINの発音から先輩がつけたものでしょう｡当時の先生の大半には､容姿

の印象などから､カラス､五右衛門､ナガヒョロ (東大出の数学担当でした)とかの親近

感のあるあだ名がついていましたが､現在の学校も同じなのでしょうか｡

さて､この因縁のある蚤についての知識は､残念ながらまったくないため､ちょっと調

べてみました｡

ノミは完全変態をする昆虫で (カマキリは､卵のうから飛び出したときからカマキリの

格好をしていて脱皮だけ繰り返すので不完全変態)､羽は退化してなくなっているのだそ

うです｡跳躍力は体甚l-2ミリのくせに10-30センチも飛び上がるそうですo蚤がテー

マのロシャのオペラ (ボリスゴドノブでしたか)があり､大げさに1-2メートルも飛ん

でいく様子をおもしろおかしく演技するわけですが､そこまでいかなくても体長の 100倍

前後の跳躍になり､人間だったら優に40､50陪建てのビルまで届くわけで､ピルのエレベ

ーターなどは不要ということになりますO我々がこのような能力を持っていたら､現在の

生活スタイルや環境はどうなっているのか､想像すればするほど面白くなってきます｡暑

くて眠れない真夏の夜､皆さんも想像を楽しんで下さい｡

この超ジャンプカの秘密は､レジリンと呼ばれる弾性を持ったタンパク質にあり､ゴム

よりも効率よくエコりレギーを蓄えて一時に放出できるそうで､ トンボやバッタの関節の靭

帯にあるとされています｡コメつきバッタもそうだろうと思いますが､トンボの場合は羽

を早く動かすためでしょうか｡羽を早く動かす生き物にはハチやホバリングの名手のハチ

ドリなどがいますがどうなんでしょうか｡生物の大きさ単位あたりの早さをビデオなどで

解析し､¥の特性を比較するのも面白いテーマのように思われます｡

- f5-



表 題 【 へ ZT ,て

投稿 日 【(,}:I ,;.I/I.げ 】.as名前卜た くや@町村 恒 せい

ー

｢HHu

拷物翻り ＼牛 l/.lL/≡;/工,fjT-L'ヤf /隼ノ雄 /L,.-14--/-[う

来 J,へ 牛で ･打 妻:･〔-J招 し日工lJ1 - ′L,･--/,,,/-i/舵 甘酢 r7)和 ,,i7わ

れ斗 抹 r'tr1771年 扉 矛装え乙､細 り入Llか 71､,7そ.冒,･すJ

し辛γ頼 ,-li-:,:'.7'-/,Ft才 tラLf:ty/,描 -oc打平作 乙草を占 い 叫

霊 器 昔 _lE,霊 鳥 誉 志筑 ''o/+i一一-J7･･-,
/LF刀,享 圧 /＼LTで /

表 題 【 廃川後の草津川底の怪 ?

投稿 日 【 020714 】'ぉ名 前 久保 和友 市 町村 草津市

草津川 ｢旧天井川｣の流れが下流6キロが6月から止った､砂ばかりだ

った川底､何が生えていると思います?みなさんも関心を持ちませんか?

,/// て 哨 帥 榔 ?

･ 明 澄拓 ,節

/

/
･//

/
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表 題 [質問です｡]

投 稿 日 [020703] 名 前 [彦根市 加固啓英]

野良猫がわが家に上がり込み､消 し忘れたテレビを見ています｡番組は ｢時代劇｣､好

みはと見ると､ヤッパ リ ｢マククビ物｣で した｡

[質問 1]

柿がスズメ等を狙 うとき､物陰でジッとフリーズして､体の蕗出する､より獲物に近い

次の物陰へ移動する時は､地をiaうように体高を出来るだけ低 くし､子供の遊びの ｢ダル

マサンカ ･コロング｣よろしく机 う相手の注意力の隙を衝 くような動きを します｡

柿には種物の位荘からの自分を想像 ･客観視するような､思考能力があるので しょうかO

それとも､たまたまそのような行動をとらせる ｢心の傾向｣のようなものを遺伝的に受

け継いだ系統のものが､餌を得るうえで有利だ ったために種に固定 されたので しょうか｡

世界的に有名な犬には ｢スヌーピー｣だの ｢名犬ラッシー｣だの､古 くは ｢名犬 リン

チンテン｣たのと数多くいますが､パブロフの犬 って知っていますか ?本当ですか ?

｢ポチ｣とか ｢(忠犬)ノ＼公｣とかの固有名詞ですよ｡

[質問 2]

この頃の潔二子袋はやけに丈夫で､これを破ると ｢バ リハ リ｣と大 きな音が しますねO こ

の音をたててR･子を一尺に与えると､次に同様な音を聞いたその犬は当然そこに菓子があり､

あわよくば又 もらえると思い､駆け寄 り､尻尾を振 りよだれを垂 らしますね｡

これは大脳での推論であり､条件付けとは言い難いように解 )れ､頬椎より下での ｢反

射｣ではないように思われるのですが､これはパブロフの犬 との間に明確な違 いが有 るの

でしょうかo

[蛇足】

私の高校生のころ (～1956)の教科書の ｢パブロフの犬｣はチューブを胃袋まで挿

入され､胃液を観察 されていましたが､このごろはチューブは見られませんね.

｢i,ェンナ-が戊が子に種痘を ･･｣同様､文部省 (モ ンプ ハブク)の数ある嘘のう

ちの一一つだったのでしょうか｡
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ヘチマクラブだより 2002年度3号

近況と交流会のお知 らせ

と言う

ことで､五個荘町の レポーターの

坪田さんにお願い してセ ッテ ィン

グをしていただきました｡当 日は

琵琶湖博物館 のフィール ドレポー

ターと宮荘の文化推進委員会の共

同開催になります｡

場所は五個荘町の宮荘公会堂｡

時間は午前 10:00から｡午前中に3

つの話題提供があ り､その後､は

食味会です｡話題提供では､尾形

さんが今年の工夫 とその結果 につ

いて､森 さんが植木鉢で作 るヘチ

マについて､坪 田 さんが タイや五

個荘でのヘチマの利用 についてお

話をして下 さ ります｡その後の食

味会では､五個荘町に在住の タイ

(編集 ･芳賀)

博物館のヘチマは､追肥を2回やったら

育 ちす ぎて､棚 (アーチ)の一部が重 さ

に負けて崩壊 して しまいました｡40 を越

す実がな り､50cm を越すサイズのものも

多数あ ります｡おそるべ し畑 (+肥料)の

力｡育ちが早いので､18 日の交流会 まで

食べ頃のが残 っているかちょっと心配で

はあ りますが ･･･

というわけで､8月 18 日の交流会のお

知 らせです｡今年 は博物館の外 に出 よう

Jflttllt■-JLJrTl

出身の方の レシピで料理 を作 りま l

す｡

昨年の平野小学校 の調査で も明 :

らかになったように､東南 アジア

- !8-



ではヘチマはよく食べられる食材｡タイではどんな風に食べているのか､今からとても

楽しみです｡

博物館からもヘチマの実を持っていきますが､食べ頃サイズの実が足 りるかどうか少

し心配です｡皆さんもできるだけ持ってきていただくようお願いします｡なお､材料費

について実費をいただきますので､その点はご了解下さい｡

車でいらっしゃる方は､国道 8号線で ｢宮荘｣と看板の出た歩道橋のある交差点を曲

がって下さいO交差点の北東角には上新電機がありますので､目印になります.駐車場

が少し離れた場所 (約 5(氾m)にありますのでご注意下さい｡

ヘチマクラブの今年の方針について

六月の定例会でヘチマクラブの調査内容について色々な方から意見を伺いました｡｢楽

しく｣｢シンプル｣な内容がいいという提案を受けて検討 した結果､今年の調査のメイ

ンテーマは rスーパー素材 ･ヘチマの利用法』ということで行きたいと思います｡本な

どで調べるのもいいですし､近所の方に聞き取 りをしても面白いと思います｡また､皆

さんがご家庭で自分のアイデアを実験 してレポー トして下さると､きっと楽 しいものに

なると思います｡実験のやり方がわからないときは､遠慮なく博物館にお問い合わせ下

さい｡皆さんのレポー トと試作品を持ち寄って年末に交流会を開き､年度末には ｢ヘチ

マを活かす○○ (数字が入 ります)の利用法｣(仮題)として冊子にまとめた市 と思い

ます｡昨年度末の ｢ヘチマ栽培完全マニュアル｣とあわせれば色々な人に利用 してもら

える資料になると思います｡博物館の方は ｢ヘチマで洗うを科学する｣(仮題)を作る

ことを目指 します｡全部そろえばヘチマ三部作の完成｡これを目標に進めていきたいと

思います｡

ヘチマ情報あれこれ

｢もの喰う人々｣で著名な辺見庸市の著作 ｢反逆する風景｣の中にヘチマが登場する

のを見つけました｡場所は東欧とアフリカ｡前者は中央アジア産のヘチマたわしを東欧

で売っている光景､後者はウガンダです｡ウガンダは平野小学校の情報にはなかったの

で､分布域がひとつ増えることになりました｡

では､また次回｡
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フィール ドレポータースタッフからの一言

｢暑いですね～｣この季節､概ね会 う人ごとに最初の言葉がここから始まるのは､春夏

秋冬の季節の変化に恵まれた日本の夏にふさわしい日本人特有の挨拶なので しょうか｡

しかし､こんな何でもない当たり前の言葉が､人の心を和 らげる対話の重要なムー ドメ

ーカー語になっているような気がするこの頃です｡

今年は例年に比べて早 くから台風がやって来て蒙雨､洪水に見舞われた地域があった

反面､近畿の水がめは雨不足で減水が続き給水制限をしている地域 もあったように聞き

ましたがその後解消 したので しょうか｡

今年第 2回のフィール ドレポーター調査rため池を調べよう｣の調査期限は早 くも中

盤に差 し掛かっていますが､今年は雨が少ない上に大変な暑さで｢ため池)の貯水量も減

っているように見受けますが如何でしょうか｡汗をふきふき｢ため池｣-足を運んで見る

のも意外と面白い発見が有るものです｡｢人に関する情報｣では所謂､田舎の方へ足を運

べば親切で素朴で話 し好きな人が多くいろいろと昔話 しが聞けた り又､釣 り人からは思

ったより快くインタビューに応 じて貰えて｢この詣公表するのですか｣とか｢調査も大変

ですね｣などと､調査の理解もそこそこ得 られての幅広い会話も楽 しいものです｡

これから調査に行 くと云う方､暑い最中ですが前も

って調査の資料をよく読んで自分な りのイメージを

頭に描いて出掛けて見ると､案外暑さもまた楽 しいか

な - ･です｡脱水症状を起こさないように飲み物は

多めに持って行く事をお薦めします｡

又､ブルーギルが広 く繁殖 している現状を目の当た

りにすると､時間の経過と共に取 り返しのつかない結

果への懸念と､今こそ本来の在来種生態系に戻すこと

の手立てが､如何に重要かを実感 される事と思います｡EEP･.が .≡:こ.I.

-ちま7月初旬

今津町 三谷池

フィール ドレポーター調査のひとつ｢へちまクラブ｣が

昨年に引き続き実施中で､-チマの花や実が今真っ盛 り

だと思いますが､昨年とは違った栽培方法を試 されて居

られる方もあるとか､五個荘町で開催 される今度の｢-

チマ交流会｣では変った結果や現象の報告を聞かせてく

ださい｡そ してご当地の方々からも面白いお話 しが開け

るといいですネ｡※-チマ交流会は8月 18‡耳です｡+

平成 14年 8月3日
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担当は古谷でした





















































































































 １

 

 

 

 

 

 

2002 年度第 7 号通巻 24 号(3 月) 

 

フィールドレポーター担当、桑原@琵琶湖博物館です。 

平成 14 年度もいよいよ終わろうとしています。1 年間フィールドレポーターの活動に参

加 していただき、大 変 ありがとうございました。楽 しんでいただけましたでしょうか。今 年 度

は、先日琵琶湖博物館で開催された研究発表会「使える琵琶湖博物館を目指して」や、

三 田 の兵 庫 県 立 人 と自 然 の博 物 館 で開 催 された「ボランティアメッセ」など、多 くのイベ

ントに参加してきました。また、五個荘町で町内の多くの皆さんと共同して開催した「へち

ま交 流 会 」など、自 主 的 なイベントや活 動 なども多 数 開 催 してきました。これによって、琵

琶 湖 博 物 館 フィールドレポーターの活 動 も、対 外 的 に広 がって行 けたものと思 っていま

す。このことは、スタッフの皆 さんを中 心 にフィールドレポーターに参 加 していただいてい

る皆さんのご協力のたまものと、感謝しています。 

ところで、現在フィールドレポーターに参加していただいでいる皆さんは、136 名に上り

ます。先日少し早いですが、年 度末アンケートをお願いしました。ぼちぼちとお返事が戻

ってきております。それを見させていただき、いろんな考えをお持ちの方がおられるのだな

ということを痛感しています。これからも、さらに多くのいろんな方々に参加していただいて、

フィールドレポーターの活 動 の幅 を広 げてゆきたいと思 いますので、よろしくお願 いしま

す。 

さて、今号の掲示板では、1 月 18 日(土)にスタッフの皆さんで実施した伊吹山資料館

見 学 会 下 見 会 の内 容 について紹 介 しています。8 月 には、伊 吹 山 資 料 館 のボランティ

アの皆 さんとの交 流 会 を予 定 しておりますで、それの予 習 として読 んでいただけると良い

のではないかと思います。 

来年度もどうぞよろしくお願いいたします。                      (桑原) 

 

フィールドレポーター４月の予定をお知らせします。 

 

・4 月 5 日(土) プロジェクトチーム発足会 於:琵琶湖博物館交流室 14:00～ 

・4 月 12 日(土) 定例会 於:琵琶湖博物館交流室 14:00～ 

・4 月 20 日(日) 定例会(交流会準備) 於:琵琶湖博物館交流室 13:00～ 

・4 月 27 日(日) 交流会 於:琵琶湖博物館交流室 13:00～ 

＊ 予定は変更になる場合がありますのでご了承ください。 

フィールドレポーター  

掲 示 板 
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学芸員紹介シリーズ（6） 

「“古墳と城跡”はいつも私の研究のべ一ス」 用田政晴さん(考古学) 

志賀町 尾形 勇 

 

用 田 さんに我 々フィールドレポーターが初 めて面

識 得 たのは去 る一 月 十 八 日 に氏 のお世 話 で伊 吹

山 文 化 資 料 館 と守 護 大 名 京 極 氏 ゆかりの館 跡 と、

その菩 提 寺 を下 見 見 学 した時 からでした。 今 回 の

申 し出 も快 く受 けていただき、三 月 十 一 日 (火 )打 合

せ通り館内の研究室で、ご専門の考古学についてお話を伺いました。 

インタービュアーである私として“考古学"とやら大変むづかしい専門語にハタと困り果

て、何 をどう質 問 申 し上 げて行 けば良 いのやら迷 ってしまい、まゝよ、何 でも古 代 の事 に

関するものを聞けばよいのだと早飲みこみで、開ロー番 

「人 の死 、古 代 どのような葬 り方 をしてきたのか、またそれとあの巨 大 な古 墳 との関 連

はどう繋がっていると観ればよいのでしょうか」との愚かな質問 

氏 は、私 の言 い分 を察 しられて.....人 の死 とは少 し観 点 は離 れてしまいますがとの前

置きで次のように話して頂いた。 

(聞き方の私が後で整理して見てお話の内容は下記の三つのカテゴリーから成り立

っているようでした)以下順序立てて、行きますと 

先 ず、一 番 目 ＝考 古 学 というものについて、二 番 目 ＝古 墳 とは何 か、三 番 目 ＝ご自 身

の研究課題とその歩み。 

紙数の関係で全部を載せられませんが、大筋の所は下記の様でした。 

一番目＝考古学とは、歴史学であり、その方法論的区分の一つである。 

歴史学は ①考 古 学 （もの=物 でもって語 る歴 史 :時 代 が古 ければ古 いほど

得意） 

 ②文献史学...(文字によって語る歴史) 

 ③民俗学......(風俗、習慣 時に民具が語る歴史) 

二番目=古墳とは、国家というものが成立する前夜に、集団関係・杜会関係 
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を極 度 に象 徴 化 したもので、時 代 を画 するほどの意

義がそこに含まれている重要な歴史資料である。 

1. 日 本 列 島 (北 海 道 と沖 縄 を除 く)の諸 集 団 が、強

大 な中 枢 勢 力 (王 権 ？)のもとに結 集 した一 つの現

象 で、前 方 後 円 墳 を頂 点 に前 方 後 方 墳 、円 墳 、方

墳 、が基 本 である(まれに、双 円 墳 、双 方 中 円 墳 もあ

る)。 

2. 中央(中枢勢カ)の格付けにより墳形が決まり、勢

力の大きさによる規模との二重原理がそこにある。 

 

三 番 目 :用 田 さんの研 究 課 題 とその

経過 

1.  古墳と城跡の二点は今なお研究のべ一スである。 

大学の卒論は“前期古墳の副葬品配置" 

 修論は“前方後円墳の成立"をまとめ、 

一方で中世の山城を中心とする研究もベースの一つである。 

何 故 なら、古 墳 も城 跡 も、野 山 を歩 くだけでそれと判 るからだそうです。発 掘 し

なくてもいい遺跡、わかる遺跡で、その研究テーマはまだまだあるそうです。 

2.  これまでに琵琶湖博物館に関連して、調査・研究されたことは、 

イ. 丸子船をはじめとする船と湖上交通史 

ロ. 湖の水位の変遷と湖底遺跡を行ってこられた。 

他にも 

ハ. 西 アジアの発 掘 と日 本 との比 較 文 化 研 究 、弥 生 土 器 の

編年、古代寺院と瓦、製鉄、製塩、などにも興味があり、 

また、東 アジア地 城 の遺 跡 調 査 にも出 かけて行 き、これまで、中 国 、台 湾 、

韓国、ベトナム、カンポジア、インド、の都城、城跡、寺院を訪ね歩かれ

ている。 

以 上 が氏 のお話 しのあらましですが、御 仁 はこの近 江 における古 代 からの人 類 文 化

の変 遷 を広 角 度 から調 査 ・研 究 されて来 られた貫 重 且 つ優 れた学 見 を保 持 しておられ

る今回のお話も私だけが聞くのは甚だもったいなく、まこと幸運なことでした。 

なお今 後 もかかる機 会 をお願 いして、この続 きや渡 来 人 の歴 史 なども合 わせてお聞 きし

たいものと願っております。用田さんどうも有難うございました。 
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わ が 家 を め ぐ る 昆 虫   (2002 年度第 6 号 P・4，5 加固さんより) 

 

質問 1. 9/10 日現在、キアゲハの幼虫は約 6cm ですが、これは季節的には遅すぎない

か。 

→福田甲夫ほか(1982)によりますと、飼育時の幼虫期は春から夏でも 1～3 か月ぐらい

の幅があり一定しないそうです。 また、野外での秋期の観察では 9 月に終齢であった

個体が 11 月に入って踊化したことがあるので全幼虫期は 4 ケ月ほどと推定されるようで

す。本 種 の幼 虫 期 の長 さやその変 異 、これにおよぼす因 子 についてほとんどわかってい

ません。 

 

質間 2． アゲハとキアゲハの幼虫とではかなり形が異なり、頭でっかちのアゲハ(現物を

見 知 っているのはアゲハとキアゲハだけ、他 は図 鑑 による)・クロアゲハ・ナガサキアゲハ

は良く似ていますが、これは系統の遠近を反映しているのでしょうか。 

→おっしゃる通り、幼虫の形態は系統関係を反映して似てきます。 

 

質 問 3． 今 やポリオの心 配 はなくなったと思 いますが、ゴキブリは未 だ相 当 に恐 れるべ

き昆虫なのでしょうか。 

→ご質 問 の趣 旨 ですと、病 気 に関 してゴキブリは恐 れるべき昆 虫 かどうかとお聞きになら

れているのだと思 います。「ゴキブリ大 全 」という本 の中 では、ゴキブリによって知 らず知 ら

ずのうちに運ばれ、人間などの脊椎動物こ伝染する可能性のある約 40 種の病原体をあ

げています。その中 にはらい病 、線 ペスト、肺 炎 ・食 中 毒 、サルモネラ、腸 チフスといった

大 物 も名 を連 ねています。実 験 室 での研 究 もゴキブリがさまざまなウイルスを獲 得 、維 持 、

排 出 し、ポリオや感 染 性 肝 炎 といった命 にかかわる病 気 を伝 達 している容 疑 がかなり濃

いことを明らかにしています。 

たしかにゴキブリは病 気 を媒 介 しますが、現 在 の日 本 において病 気 に関 してはそれほ

ど恐れおののくような昆虫ではないと思います。ゴキブリは嫌いな昆虫の代表で、形が気

持ち悪い、すばしっこくて捕まえにくく不潔だというのがその理 由のようですが、家の中が

きれいになったおかげで感染症の病原菌を持っていることはほとんどありません。 

 

学芸員さんからの回答  
陸 上 昆 虫 学  八 尋  克
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伊吹山文化資料館往訪記 

森 擴之 

 

 １月 １９日 道 路 の積 雪 を心 配 しながら、博

物 館 の用 田 、桑 原 、芳 賀 学 芸 員 殿 ならびに

FR-Staff の尾形さんのお世話により、有志の

皆 さん６名 とともに、伊 吹 山 文 化 資 料 館 を見

学させて頂きました。 

 本資料館では「資料館友の会」制度を設け

ておられ、館 内 の展 示 をはじめ館 活 動 全 般

にわたり、友 の会 の皆 さんの尽 力 によって運

営されているとのことであり、まさに手作り博物館の感がしました。 

琵琶湖博物館のフィールドレポター制度と似かよった制度であり、友の会の皆さんとの

交 流 はまことに有 意 義 なことと思います（残 念 な

がら、今 回 は友 の会 の皆 さんとはお会 い出 来 ま

せんでしたが）。  館内の展示では、伊吹地方

の古 い民 具 、伝 統 行 事 、伊 吹 特 産 のモグサ製

造 過 程 などのほか尋 常 小 学 校 教 科 書 などがあ

り、興味深く拝見することが出来ました。 

 資 料 館 のアウトラインを資 料 館 担 当 の方 から

解 説 して頂 いた後 、用 田 学 芸 員 殿 にご案 内 を

頂 き、戦 国 時 代 当 地 の領 主 であった京 極 氏 の

代々の墓 、庭園跡（石 組み庭園としてはわが国

有 数 とのこと）などを訪 れ、京 極 氏 在 りし日 の隆

盛を偲ばせて頂きました。 

 また、見 学 に先 立 ち、わが国 での「そば」

栽 培 の発 祥 の地 である伊 吹 で、おいしい

伊吹そばに舌ずつみを打ちました。 

 

 

 

 

 

  今回は訪 問できませんでしたが、近くには薬

草 風 呂 、薬 草 園 などを備 えた施 設 「ジョイいぶ

き」もあり、次 回 は是 非 立 ち寄 りたいものだと、

心残りしながら帰途につきました。 
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表 題 「伊吹山山麓史跡」 
投稿日 「03.01.21」                       名 前 「志賀町 尾形 勇」 

 

伊吹山山麓地域文化の史跡を訪ねて  

博 物 館 の用 田 政 晴 さん(考 古 学 部 門 )に上 記 のことで私 たちの、みがってな願 いを申

し入 れましたところ、同 氏 快 く聞 き入 れていただき、このほど伊 吹 山 麓 にひろがる史 跡 の

いくつかを見学できるチャンスがやってきました。 

当 日 （一 月 十 八 日 ）ＪＲ近 江 長 岡 駅 まえ広 場 へ見 学 希 望 者 皆 さんそれぞれのル一 ト

を通って十一時過ぎ集合「総員 10 名」、用田さんより今日の行程順を話され、一同スタ

ート、先ずは昼も近いこととて、一番は、腹ごしらえと“伊吹野そば店" 

ここの蕎 麦 その名 も聞 きしに及 ぶ伊 吹 山 麓 産 の味 覚 格 別 (コシの強 い喉 ごしの、なん

とも言えぬ美味さ絶品 私の独りよがりかも?)皆さんどうでした? 

見学一番は、伊吹山文化資料館へ 

用田さんが前びろに 同館に予約し置かれ、案内役にと同館担当(町役職員)高橋さ

んも待機願っておりました。 

資料館の中を隈なく案内して頂いた。この地に古くからあり、現在にも伝わる人の暮ら

しの諸 生 活 用 具 の数 々、当 地 固 有 の機 器 (石 臼 ・もぐさ機 等 など)一 階 、二 階 の陳 列 展

示 品 にはどれも目 を見 張 るばかり、また映 像 を用 いて同 館 の今 日 までの歩 み、活 動 状

況も話され参考になりました。 

見学二番は、京極氏館跡 私の期待の膨らむ所 

資 料 館 より 車 で数 分  南 側 山 麓 少 し 登 ったところ上 平 寺 村 内 にあり、近 年 発 掘 さ

れた所 のようで、庭 園 、池 、館 跡 などまだ残 る山 林 の平 地 の中 に点 在 している。 全 貌

が出現するのは、まだ日数がかかるようだ。 池の石など、配置から 越前朝倉氏の館跡

と酷似しているように思えた。 

見学地 三番目は山東町柏にある京極氏のゆかりの寺院、徳源院  
京 極 初 代 氏 信 から歴 代 の菩 提 寺 で宝 篋 印 石 塔 十 八 基 が居 並 ぶ壮 観 と三 重 塔 (寛

文十二年 (1672)造立 )が時代を偲ばせ史観を満たす。 
 
ここが最 終 目 的 地 で、本 日 の修 学 遠 足 はすべて無 事 終 了 。みなさんそれぞれの印 象 を

もたれて帰路につかれたことでしょう。 
 今 日 の研 修 史 跡 めぐりのすべてご指 導 ご案 内 頂 いた用 田 さんと車 安 全 運 転 と案 内 サ

ポート願った。桑原さん、芳賀さん。どうもありがとうございました。 
  
 
 
 



 ７

伊吹山文化資料館を中心とした周辺地域の見所見て歩記  

彦根市 加固 啓英  
 
2003 年 1 月 19 日伊吹山資料館、京極氏館跡地、京極氏菩提寺の徳源院、等を

見 学 してきました。 常 識 ＆学 識 ゆたかな皆 さんと一 緒 でしたので、後 の報 告 のことも考

えず、物 見 遊 山 気 分 でレコーダーやカメラも持 たず、メモも取 らずに過 ごしてしまいまし

た。 
伝えるべきものを正確に伝えるレポートは常識＆学識ゆたかな皆様よりの報告が掲載

されると思 いますので、「ピカソの絵 のモデル」のよう「非 常 識 な目 玉 の配 置 」からの報 告

をさせて頂きます。(そんな訳で、誤りが有りましたらお許し下さい。) 
《伊吹山文化資料館》 優れた展示物・方法、イベント、から熱意が感じられます。 
＊ 民 具 や道 具 と機 械 境 界 的 な農 業 ・産 業 機 械 が面 白 く思 われました。 と同 時 に、こ

れらがなつかしく身 近 に感 じられる私 は、日 に日 に骨 董 人 間 になりつつあるのを実 感 さ

せられました。 カラクリ好 きな私 には農 機 具 や機 械 には特 に興 味 がありました。 これら

には設 計 者 の機 知 や目 の付 け所 、思 い入 れが構 造 や作 動 から読 み取 れる面 白 さがあ

るからです。 当 世 風 の、個々の事 情 を離 れた画 一 的 な設 計 思 想 、プログラム、アルゴリ

ズム、マニュアル、演算処理、等による、発想に飛躍のない機械は面白さがイマイチなの

です。 
＊＊ 「機 織 」の文 字 が示 すように、「織 機 」こそが「道 具 →機 械 」の元 祖 に近 いものでは

無いでしょうか。 
＊ こちらではボランティアの協 力 とその働 きがすばらしそうです。 この方 たちの手 にな

る手 近 な素 材 によるジォラマ等 の展 示 物 は素 人 域 を越 えた素 晴 らしい出 来 栄 えで

した。 この手 法 を習 得 し県 内 の同様 の施 設 へ水 平 展 開 出 来 れば、高 価 で時 間 の

かかる本 職 モデラーの作 る物 にかなりの部 分 が置 き換 えられ、安 価 で変 わり身 の速

い展示が出来ると思います。 
《京 極 氏 館 跡 》 現 状 の山 地 斜 面 の湿 地 で、目 につく物 は庭 園 跡 地 の庭 石 と樹 木 だけ

でした、 
＊ 伝 聞 ですと庭 石 は大 分 持 ち去 られているそうで、絵 図 面 等 も無 く復 元 するにも

往時の姿を知る資料は無いそうで、素人の下手な絵でも残っていれば貴重なものと

なったと思 います。 江 戸 末 期 から明 治 にかけてヨーロッパヘ多 くの日 本 の生 物 が

紹介されていますが、これには大量の標本の船載と共に日本の絵師の正確な描写

力が下支えになっているらしいのです。 
〈徳源院〉 京極氏の菩提寺です。 

＊ 近 郷 に散 在 していた墓 石 (何 基 あったかメモを取 りませんでした。)を集 めて祀 ってあ

るそうです。年代に対応して、わずかづつの様式の変化が読み取れるそうです。 
現 代 は過 去 の良 いものを安 易 に切 り捨 て、更 に磨 き上 げる努 力 が足 りないのでは㌫

いでしょうか。 たとえば私 の小 学 一 年 生 の夏 に第 二 次 世 界 大 戦 の敗 戦 を向 かえ、進

駐 軍 が駐 留 して来 ました。 生 野 菜 を食 う米 兵 の「日 本 の野 菜 は臭 い」「ハニーワゴン(く
み取りの馬車・牛車 )」の戯言で江戸時代から続いた「屎尿の完全リサイクル」から、高価

な設 備 投 資 /薬 剤 ・人 件 費 を費やした末に捨 てるだけの「泥 棒 に追 い銭の屎 尿 処 理 」へ

方 向 転 換 したのです。 尿 尿 の問 題 点 は「悪 臭 」と｢衛 生 問 題 ｣だけであり、親 切 な技 術

の投 入 により、この点 だけを解 決 すれば「肥 料 」だけでなく、さまざまな分 野 での有 効 な

素材が見出されると思います。  
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伊吹山文化資料館見学会に参加して 
椛島 昭紘 

大寒前の 1 月 18 日(土)伊吹町の伊吹山文化資料館の見学会に参加しました。 

当日一番楽しみにしていた「伊吹 おろし蕎麦」を昼食に大盛りでいただき、

外に出ると、青空に雪を頂いた伊吹山が目の前に飛ビ込んできました。どこか

らでも伊吹山が望めて、この町は伊吹山の恵みで育まれている町だな ..、と実

感しました。  

 伊吹山文化資料館は友の会やボランティア(町内の方が中心)の方たちが展示品を持

ち寄 り、手 作 りされたと聞 き感 心 しました。こぢんまりとしていますが、良 く行 き屈 いており、

判 りやすく親 しみのある展 示 になっていました。展 示 内 容 も伊 吹 山 の麓 での昔 の暮 らし

展示があり、数はそれほど多くはないのですが楽しく見学しました。 

 教室で学芸員さんの丁寧な活動報告を拝聴して、この館の友の会員方々のご苦労や

これからの活 動 方 法 など意 見 交 換 することができれば視 野 が広がるし、活 動 の参 考 にも

なるではないかと思いながら館を後にしました。 

その後 、京 極 氏 の館 跡 、庭 園 等 を見 学 しました。 この近 くはハイキングコースになっ

ているそうで、暖かくなればコースにはいることができるとのことです。 

今回できなかった京極氏の城跡散策や薬草風呂など、もう一度伊吹町に来てみたい、

との思いを胸に帰途につきました。 
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伊吹山資料館見学会下見会に参加して 

 
草津、橋本 

 

１月 １９日 (日 ) 伊 吹 山 資 料 館 へ見 学 のお誘 いがあり、参 加 させていただきました。 

学芸員さん３名とレポーター員 7 名、計 10 名が参加しました。 

当 日 一 番 心 配 していたのは雪 の心 配 でした。 伊 吹 山 の近 くと云 うとこの時 期 積 雪 を思

い浮 かべます。 私 は雪 の中 の経 験 が無 く当 日 までは大 変 心 配 でしたが、幸 い好 天 に

恵 まれ雪 の道 を走 ることなく、無 事 に伊 吹 町 に着 くことが出 来 ました。昼 前 でしたので名

物の伊吹そばで腹ごしらえをしてから資料館へ向い正午前に到着、伊吹町教育委員の

高橋さんより丁寧な説明と案内をして頂きました。 

 資 料 館 は、伊 吹 町 立 春 照 小 学 校 春 照 分 校 の休 校 校 舎 を改 修 して作 られ、平 成 10

年 3 月に開館されたそうです。 

展示室１ 伊吹山にいだかれたくらし、（囲炉裏のある風景・米作りの一年）.. 

まず入 って驚 いた事 は、展 示 されているものがすべて生 きている感 じです。 それらは

作 られた物 ではなく，自 分 等 が愛 用 してきた器 具 を自 分 等 が使 っていた通 りにレイア

ウトしているからだと思います。 

展示室２ 伊吹山の恵みとなりわい、 (曲谷の石臼づくり・伊吹もぐさ・山の仕事) 

展示室３ 伊吹の自然とぶんか (伊吹の大地・お花畑と伊吹山地の自然..) 

展示室４ 掘り起こされた伊吹の歴史 (伊吹の夜明け・京極氏と上平寺城・..) 

この資 料 館 に来 て私 の子 どものころを思 い出 させてくれました。当 館 の高 橋 さんの説 明

では伊 吹 町 の方々がボランテアで自 分 等 の昔の物を持ち寄り実 体 験 の中 でレイアウトさ

れたそうで、そのことが展示に(生きている)と私を感動させたのかもしれません。 

 もし私 が一 人 でこの資 料 館 に来 ていたら今 日 ほど楽 しく見 学 出 来 なかったと思 います。 

それは参 加 に誘 ってくださった皆 さんが各 自 展 示 を見 ていろいろな思 い出 を語 り、 話

題 がつきなかったことです。その資 料 館 での２時 間 ほどがあっという間 に過 ぎたかんじで

す。 

 その後 、高 橋 さんの案 内 で室 町 時 代 以 後 の守 護 大 名 、京 極 氏 の上 平 寺 城 跡 を見 学 、

その庭園跡を見学し、京極氏の権勢を目のあたりに知った次第です。 

伊 吹 山 資 料 館 へ行 き大 変 多 くのことに感 動 しました。生 きた展 示 の仕 方 、お金 をかけな

くて持 ち寄 りで､立 派 にできること、フィールドレポーターの皆 さん、春 には伊 吹 町 との交

流 会 も計 画 されると思 いますがぜひ参 加 されて、展 示 を見 て又 その体 験 談 を交 流 の場

で話し合うのも楽しいと思います。 

 申 し遅 れましたが、当 日 お世 話 くださいました用 田 さん、桑 原 さん、芳 賀 さん、本 当 に

有難う御座いました。 
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【伊吹山文化資料館をたずねて】 

【030321】                                 【草津市 古谷 善彦】  
 

昨年 12 月中旬に「伊吹山文化資料館へ見学に行きませんか」という案内をいただき

ました。 
内 容 を聞 いて見 ると、この伊 吹 山 文 化 資 料 館 は地 元 の人 たちがボランティァとして展 示 、

運 営 されていること、かつての豪 族 であつた京 極 氏 の屋 敷 跡 や菩 提 寺 がある、名 産 の

伊吹そばが食べられるなど・・各々に少々食指を動かされて参加する事にしました。 
1 月 18 日 (土 )今年の冬は本来の冬らしい寒さの中、予定の時間いっぱい有意義に

巡 る事 が出 来 ました。からみ大 根 たっぷりのおろしそばは、そばの味 の良 さがイマイチ分

からない私にはさわやかで、あっさりとした口当たりにおいしく頂けました。 
午 後 のスケヂュールは伊 吹 町 教 育 委 員 会 の高 橋 さんの案 内 で伊 吹 山 文 化 資 料 館

の展 示 品 など懇 切 丁 寧 な解 説 や、ボランティアの活 動 状 況 を聞 き、その後 、京 極 氏 の

館跡にも案内していただいて、菩提寺である徳源院も巡りました。 
京 極 氏 とは武 家 佐 々木 一 族 であると知 りつつも詳 しい事 は知 らず、「平 家 にあらざれ

ば人 にあらず」と平 家 一 門 が栄 華 を誇 っていた十 二 世 紀 末 、平 家 追 い討 ちに大 功 のあ

つた同 じ佐 々木 一 族 である六 角 氏 と、湖 北 と湖 東 ・湖 南 を分 有 し、又 、南 北 朝 の対 立

動 乱 の時 代 に京 極 高 氏 (道 誉 )が足 利 方 の武 家 として活 躍 し、その奔 放 華 美 な振 舞 い

は当 時 の婆 沙 羅 の風 湖 を代 表 した…というようなことを後 に、とある本 から学 び、近 江 は

国 情 の縮 図 の観 があったと云 われる戦 国 争 乱 や、京 極 氏 にまつわる近 江 の中 世 などに

ついて、幾らかの知識を得るよい機会でもあったと思っています。 
今回は用田さんの案内や解説をはじめ、いつもながら芳賀さん、桑原さんに総てのお

世話いただき有難うございました。 
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表 題 【ブラックバスとブルーギル】 

投稿日 【030102】                      名 前 【土山町 京 美季男】  

 

昨年 11 月 24 目「水源の森林づくりフォーラム」の「魞漁体験」に参加の機会を得て、

琵琶湖の外来漁の生態を垣問見ることができました。守山漁協の 2 隻の漁船に１８人が

分乗して、ホテルラフォーレの沖 200m の魞の先端の囲いの中に到着です。 網を一方

から手 繰 り寄 せてゆき、たも網 で魚 を救 い上 げては船 の水 槽 の網 カゴに移 してゆきま

す。 

カゴの目を変えることによって、泳ぎ抜けてゆく魚が、一定め大きさで、分別されて、そ

れが、種類分別にもなっていました。 

沿岸を回遊する魚は障害物に出会うと、深い方へ向う習性を利用した漁法が魞漁 で

すが、たも網ですくい上げたばかりの湖漁をポ 'リ箱に広げてみると、大きなブラックバスや

ブルーギルばかりで、フナやコイ、ハス子 などの琵 琶 湖 固 有 種 は、その中 に、いくらか混

じっているというのが正直な実感でした。 

5 ㎝ほどのブルーギルの稚魚は無数といっていいほど入っていましたがそれらの外来

漁は焼却処分されるそうです。 

漁 協 の戸 田 さんが、大 きなブラックバスの腹 をナイフで割 いて、固 有 種 の魚 やエビを

取り出して並べられましたが、すごい大食漢です。こ一の戸田直弘さんは「わたし琵琶湖

の漁師です」という光文杜新書を 2002 年に出された人で琵琶湖の美しい白然を背景

に、ピチピチとした文体で、外来漁問題について論じておられます。 

ホンモロコは一匹も入っていなくて、今は最早や、「淡水魚の宝石」といわれるまでに、

激 減 してしまっていて卵 のうちにブルーギルに食 べ尽 くされてしまうそです。外 来 漁 が固

有種を食 べ尽くしたあとは、外 来漁同志が共喰いして、彼らも絶滅し、「沈黙の琵琶湖」

と化すのでしょうか。40 万年という生態系の末端でこんな光景をまじめに思い浮かべてし

まうほど、バス、ギルの繁殖ぶりは猛烈を極めています。 

「今なら間に合う」と誰かが自信をもつて、発言して欲しいという強い思いでいっぱいで

した。 
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表 題 [稲枝駅西側、ご当地鳥情報 1] 

投稿日 [030121]                       名 前  [彦根市 加固啓英 ] 
 

私と愛犬の行動範囲、メッシュコード 5236-61 の宇曾川と愛知川、出来れば国道 8
号線 (実情は JR 琵琶湖線 )と琵琶湖湖岸に囲まれた範囲の野烏の情報をお知らせしま

す。 
《新顔情報》 今までの私の記録に見当たらない野烏です。 

Jan/08/2003 シメ? 稲枝東小学校 校庭 その後でも数回確認  
Jan/17/2003 ルリビタキ? 荒神山 尾根道の鞍部  
Jan/19/2003 ミコアイサ? 曾根沼緑地  

《変な行動》 
Dec/20/2002～愛知川下流、粟見橋～湖岸道路間左岸で見かける事が多い。. 

大型のワシタカで多分トビよりは大きい。肩より前は灰色、後は暗褐色。ガッシリし

た脚で地面を 1～2 歩あるくにも翼を半開きにして大儀そう。トビとは異なり尾羽は扇

形。なかなか写真を撮らせてくれない。 
Jan/09/2003 荒神山 稲村神社  

高 い木 の梢 で普 通 の声 で鳴 いていたハシ .ボソガラスが麓 で犬 が吠 え出 すと、呼

応 するように「ウォッ、ウォッ」と犬 の声 のまねを続 けていた。カラスの勝 手 とはいえ何

か意味があるのか？？ 
Jan/09/2003 自宅 JR 稲枝駅西側の住宅地 5236-6145 

家の庭木に野鳥の餌の容器を下げて、冬の間だけ餌を供給しているが、スズメが

7 羽ほど集まり、その中の 1 羽が、雛烏のするような、翼を半開きにし、体を膨らませ、

体 を震 わせ餌 をねだる仕 草 をして周 囲 のスズメに迫 るが、邪 険 に飛 び蹴 りを食 らわ

せられ続 けていました。多 分 雛 烏 ではなく雌 の雄 に「求 愛 給 餌 」を要 求 する行 動 だ

と思います。 
吉 本 新 喜 劇 の山 田 花 子 の芸 のないド突 き芝 居 を見 せられるようで、寒 々とした気

分にさせられました。 
＊ 海 に依 存 しない動 物 にとって人 間 の食 材 は塩 分 が濃 すぎるので、野 鳥 の餌 にする

に適した動物性蛋白質のものを探していたのですが、犬 用のジャーキー(実 質 はソー

セージのような練り物 )をペンチでフレーク状にしたものが鳥たちに大好評です。 
Jan/09/2003 自宅 JR 稲枝駅西側の住宅地 5236-6145 

以 前 見 られたのはほとんどがハシボソガラスだったが、本 日 突 然 に多 数 のハシボ

ソガラスが飛来し、ほぼ 1：1 ほどの割合になりました。この 2 種は全く別行動なのか、

競合しあうのか、今後が見物です。 
＊ ヒバリはラークに生きているのにカラスはクロウが多いのです。 
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表 題〔「クズ」からのゲーム〕 

投稿日〔030202〕                         名 前〔彦根市 加固啓英〕  
 

河原や道端で、「吉 野葛」のような最高級ブランドの本物の葛粉の原料でありながら、

あまり見向きもされず、ところかまわず生い茂ったクズの蔓を見かけます。 
私の経験からは、娘が小学生の頃に「夏休みの一研究」とかで、その根から葛粉を作

ったことがありましたが、労 多 くして収 量 は微 々たるものでした。他 には蔓 をクリスマスのリ

ースか籠を編む材料にぐらいで、他の利用方法は思いつきませんでした。 
＊ 「クズ」は砂 漠 化 対 策 などに人 手 植 栽 による「先 駆 植 物 (Pioneer plant)」として使

われていますが、この Pioneer plant に似た響きの言葉が浮かんできました。 
＊ 化 学 工 場 で実 験 室 のフラスコ・ビーカー サイズの試 作 から製 造 ラインまでスケール

アップする為の条件出しの過程の中間サイズに、Pilot plant が有ります。 
＊ Pioneer plant の p1ant と Pilot plant の p1ant では P1ant の意味が違います。 

初めの plant は「植物」であり、後のは「製造工場・生産設備」の意味です。 
後 の「製 造 工 場 ・生 産 設 備 」は「植 物 」「動 物 」「菌 類 」を大 雑 把 に「生 産 者 」「消 費

者」「還元者」とする見方に従い、めぐりめぐって P1ant は P1ant→「植物」は「生産

者」に行き着きました。メデタシ、メデタシ! 拍手 3・3・7 拍子！！ 
 

「葛 根 湯 」という風 邪 薬 があります。これを調 べましたところ、原 料 は葛 根 を主 材 として

麻 黄 (マオウ)・生 姜・大 棗 (タイソウ)・桂 皮 ・芍 薬 ・甘 草 を含 む、風 邪 の初 期 に服 用 とあり

ます。インフルエンザは風邪に含めるかどうかは記載がありませんでした。 
＊ 麻黄 (マオウ〉も調べてみて(私にとって)意外な記載を見つけました。 

(名 前 の紛 らわしい物 に黄 麻 (オウマ)が有 り、これは麻 袋 になるジュートの原 料 植 物

で、全くの別種です。) 
麻 黄 は「マオウ科 の裸 子 植 物 」とあります。裸 子 植 物 といえば、今 の今 まで「針 葉

樹類」「イチョウ」「ソテツ」しか思い浮かばず、それが全てだと思っていました。 
＊＊ マオウ Ephedra sinica 裸子植物マオウ科の雌雄異株の小低木。中国北部、

モンゴル原 産 の薬 用 植 物 。薬 効 成 分 はエフェドリンを含 むアルカロイド。薬 効 は

解熱、咳止めなど。塩化エフェドリンは百日咳や端息の特効薬。 
＊＊ エフェドリン 麻黄のアルカロイドで交感神経興奮剤。気管支筋弛綬作用あり 

塩化エフェドリンは気管支喘息などに用いる。 
1892 年 長井長義 (1845～1529)が抽出単離。 

＊＊＊「マオウ(魔王 )はゲーテの詩からシューベルトが抽出単離」とは書いてなかった。 
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表 題 [我が家にもコウガイビル] 

投稿日 [021222]                        名 前 [彦根市 加固啓英 ] 
 

12 月 20 日我が家の浴室のタイルの壁の、かなり高い、水気の無い位置にコウガイビ

ルがへばり付 いていました。濡 れたティシューペーパーの紙 縒 り (コヨリ )のように弱 々しく

頼 りない物 ですが、水 で湿 したティシューペーパーと共 にガラスのシャーレーに移 してお

いたところ、翌朝あらためて見るとかなり太く短く、ふてぶてしく変身していました。 
翌 21 日フィールドレポーター定例会 (掲示板の発送準備 )へ行く日でしたので、これ

を博物館で見て頂きました。 
質問コーナーではグライガーさんに説明して頂きましたが、あらためて彼がすごい勉強

家なのに驚かされました。私には偏形動物 (門 )、環形動物 (門 )、渦虫動物 (綱 )などは英

語 では言 えないので、オズオズと日 本 語 で語 しますと、表 音 文 字 の国 の人 なのに全 てを

理 解 してくれるのです。私 の周 囲 には、こんな話 しに乗 ってくれる日 本 人 は「琵 琶 湖 博

物館」と多賀町の「あけぼの博物館」にしかいません。 
 

発送準備中の「掲示板」を見てビックリ！ 
学芸員紹介はグライガーさん(レポーター山崎 千晶さん) 
投稿の「コウガイビル」「コウガイビル 追記」(有田 重彦さん) 

が掲載されているでは有りませんか！！ 
 

コウガイビルは林 の中 の苔 の生 えた、湿 った岩 の上 などで見 かけるシンネリムッツリし

たネクラな性 格 の生 き物 かと思 っていましたが、時 々見 回 ると結 構 な距 離 を歩 き回 り、こ

れならナメクジやカタツムリも餌 食にできそうだと納得出来ます。しかし何を求めて浴室の

壁 にやってきたのか、これはキリマンジャロの豹 の死 骸 と同 等 の謎 ではないかと思 いま

す。 
 
今 後 、コウガイビルのアカデミックな調 査 研 究 は有 田 さんにお願 いすることとして、私

は「眉唾路線」で「私は郊外〈に〉ビルを持っている」と言い触らすこととします。 
江 戸 の長 屋 のかみさん連 中 が錦 絵 の花 魁 を椰 捻 して「チャラチャラしたベベ着 て、頭

にヒルを載 せていりゃ世 話 はない」というのが「コウガイビル」の云 われ…というのはどうで

すか？ 但し、これは全くのフィクション、口 (?キーボード)から出まかせです。 
 
追伸  

前回投稿の「飽きもせず…」に初歩的ミスをしてしまいました。スミマセン 
ページ下 端 のへちまの絵 です。花 弁 の付 いていた部 分 を花 茎 としてしまいましたが、

幹 と子 房 (つると果 実 )の間 の茎 が花 茎 のはずでした。多 分 このような花 を子 房 下 位 と云

うのでしょう。出来ましたら布谷さんに解説をお願いしたいところです。 
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表 題 〔鳥の観察記録〕  

投稿日 [030310]                       名 前 [彦根市 加固 啓英 ] 
 

犬の散歩に、一周が約 2.1ｋｍ約 25 分を要する、私の家の周囲の用水路を含む住

宅地と耕地、を野鳥の記録をメモに残しながら 2～5 周しています。 
記 録 は溜 まり続 けますし、これを始 めてからかなりの種 類 の鳥 が見 分 けられるようにな

り、面白い行動や習牲も目につき、楽しみは増えたし、一年以上続ければ「初見」「初消

え?」は分 かると思 いますが、犬 に引 かれながらの記 録 は結 構 骨 が折 れ、多 くのバードウ

ォッチャーがやっている事 でもあり、あまり意 味がないかとも思 い、止めようかとも思 ってい

ます。 
今年の 1～2 月分の記録を添付しますので、有効利用が出来るのでしたら今後も続 .

けたいと思いますので検討をお臓いします (手元に時間・天候も控えてあります) 。 
 

野鳥記録 (JR 稲枝駅・西側、南稲部町住宅地 & 彦富の耕地 ) 
Jan                        Feb 
 

/
                07  /08  /13  /18  /21  /25  /26  /03  /05  /10  /13  /15  /17  /22 
セグロセキレイ * * * * * * * * * - * * * * 
トビ * * - * - * * * * * * - * * 
ハシボソガラス * * * * * * * * * - * * * * 
ヒヨドリ * * * * - * * * * - * * * - 
ツグミ * - * * * * * * * * * * * * 
スズメ * * * * - * * * * * * * * * 
ムクドリ * - * * - * * * * * * * * * 
モズ * * * * - * * * * - - - * - 
カワセミ * - * - - - * - - * * * - - 
ケリ * * * - - - * * - * * * * * 
ハクセキレイ * - * * * - * * * * * - - * 
コサギ * * * * - - * - - - - - - * 
タゲリ * * - * - - - * * * * - * * 

キジバト  * * - - - * - - - - - - * 
カワラヒワ  * - * - - - - - - - * - * 
シメ  * * - * - - - - - - - - - 

カワウ  * - - - - - * - - * - * 
アオサギ  * * - - - * * - * * - * 
ジョウビタキ♂ * - - * - - -♂♀ * ♀ * - - - 

ハシブトガラス * - - - - - - * - - * 
キセキレイ * - * * - - * * * 

メジロ * - - - - - - - 
ホオジ * - - - - - - - 

タシギ * - * - - - * 
ヒバリ * * - - - 
 カイツブリ* - - - 
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表 題 [幾つかの雑件] 

投稿日 [020312]                         名 前 [彦根市 加固啓英 ] 
 

〈春 で～す！！〉めっちゃやたらに寒 い日 が続 きますが、それでも春 です。誰 が何 と云

おうと春 です。彦 根 はこのところ、猛 烈 な寒 さと小 雪 まじりの北 西 の烈 風 の日 々〈積 殴 り

の小雪  Ｍａｒ /08/09．10．11)が続 いていますが、誰 かが「春 だ !」と言 い張 った時 から

「春」なのです。 
もうフキノトウもツクシも食べました。揚げ雲雀 (ヒバリ)も Feb/21.24.Mar/10.11 に見て

います。雪の止み間の曇か薄日のさす合間に遠慮がちの高度で囀っています。 
数 年 前 には空 (ソラではなくカラ。日 本 語 は恐 しい !)のドラム缶 が道 路 上 を転 がり回 る

程 の強 風 の中 で、対 地 速 度 ゼロでホバリングを続 けるヒバリを見 かけました。これぞ「見

上げた根姓」です。絶対に春です。 
 
《「四 高 桜 」をご存 じですか》 やじ馬 根 根 性 の果 てに、県 の「生 物 環 境 アドバイザー」

をしており、その関 係 でほんの僅 かですが「琵 琶 湖 哀 歌 」で知 られる高 島 町 の「四 高 桜 」

の移植にも関係しています。 
3 月 1 日に式典があり、移植後の桜は「四高 OB(旧制四高→現・金沢大学 )」から「四

高桜を守り育てる会 (高島町観光協会内 )」に移管されることとなりました。 
大 半 は琵 琶 湖 畔 の景 色 の良 い場 所 へ移 され、根 元 を車 に轢 き固 められたり、樹 冠 を

電線の為に切り落とされることもなさそうな場所なので、余生は自然樹形には戻れないま

でも「大きな盆栽」にされないで済みそうです。 
 
花見の候補地として、桜の季節にお立ち寄り頂ければ嬉しいのですが。 
四高桜を守り育てる会 高島郡 高島町 1400 

Te1&Fax 0740-36-8135 駅案内所 0740-36-1314 
 

《道 草は文化》 このところ色々な道草を食っています。近くのマンションの植栽のマテバ

シイ曾根沼緑地のスダジイやヒシの実、あぜ道のニガナや各種のタンポポ、フキノトウ、ア

ザミ、各 種 のキノコ(イグチの仲 間 は「毒 茸 」と公 認 されているもの以 外 はどれでも少 しず

つ食べて見ることにしているが、未だ生きています。) 
職 を離 れた暮 らしが、こんなに楽 しいとは誤 算 でした。大 抵 の職 場 では、わき見 、寄 り

道、低能率は悪とみなされ、高精度・高純度・高能率・大量生産、を求められますが、こ

れではまるで高純度試薬のパイブ移送の人生です。 
時計も持 たず、ネクタイも捨てて、気の向 くまま足の向くまま、わき見をしながら時々立

ち止まり、何事にも無計画にやじ馬根性で鼻を突っ込み、愚にも付かない事を考える。 
低 純 度 ､低 濃 度 、低 能 率 、少 量 生 産 、・こそ「多 様 性 」や「文 化 」に繋 がるものでは無

いででしょうか。 
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表 題 「冊子にしました」 

投稿日「030019」                       名 前 [びわ町 椙本 さつき] 
 

2002 年 度 のフィールドレポーター調 査 結 果 や掲 示 板 を一 冊 の冊 子 にまとめました。

「タンポポ」「ため池 」「アオマツムシ」「滋 賀 県 のカマキリの卵 嚢 分 布 」「へちま情 報 」その

他 みなさんのご意 見 など、大 変 貴 重 な資 料 になります。身 近 に見 たり、聞 いたりしながら

意識していなかったことを、反省し、勉強させていただきました。 
有 田 さんの「アスパラは切 られても伸 びる、伸 びる」研 究 と、タンポポでも同 じような発

見 をしました。博 物 館 に送 らずにおいた、タンポポのつぼみが机 の上 でいつの間 にか綿

毛に成長していました。植物の生命力、繁殖のていねいな営みに感激した発見でした。

後 に、「切 られても生 長 する」と布 谷 先 生 の資 料 で教 えていただき、見 たことが、検 証 で

きたことも。うれしいことでした。また、「アカミタンポポ」と「セイヨウタンポポ」の綿 毛 も標 本

にして教えていただいたことも感激でした。 
ため池 は、びわ町 にはないので、夫 が長 浜 の山 の中 まで案 内 して教 えてくれました。

生息動物や、植物についは観察不可能でしたが、ため池の意味や、利水方法などを知

り、新しい勉強でした。 
アオマヅムシの鳴き声は、ほんとに身 近 にやかましく鳴いているのに意 識 していなかっ

た虫 でした。テープの鳴 き声 と同 じ鳴 き声 が、柿 の木 から聞 こえた時 は、食 事 を止 め思

わず柿の木に近寄っていました。 
カマキリも意 識 して観 察 しています。個 性 的 でとてもおしゃれに感 じられる昆 虫 です。

大好きになりました。 
へちまは、新たに今年は繊維をシート状に縫ってシンクのシートにしてみようと思ってい

ます。利 用 方 法 などみんさんの情 報 をお待 ちしています。「へちまクラブ」が終 わってもど

うぞよろしくお付き合い下さいますようお願いいたします。 
 
 



 １８

担当は古谷でした 

フィールドレポータースタッフからの一言   
 

 
今号は 2002 年度の最終版です。 

フィールドレポーターの皆さんから多くの情報をお寄せいただき、今年度は 7 回目の

「フィールドレポーター掲示板」発行です。有難うございました。 
 

この 1 年は、複雑化するさまざまな出来事がたくさんありました。. 
昨年 4 月から全国の小中学校の完全週休 2 日制が実施され、学校教育の中でも、

多 様 化 する杜 会 環 境 や自 然 環 境 の変 化 に対 応 して、課 外 活 動 を含 めてより積 極 的 に

学習、実習として取 り入れられているようですが、一方大人の世界では経済不況でお父

さんたちは週休 二 日 制 を返 上 してでも仕 事 をしなければ個人 も企 業 も生 き残 れないとい

う巌 しい現 状 のようです。親 子 のスキンシップを考 えると現 実 はミスマッチ現 象 ?と云 える

のではないでしょうか。又 、世 界 が注 目 のイラクの大 量 破 壌 兵 器 、武 装 解 除 、民 主 化 の

行方も他人事ではないですね。 
 

今年度のフィールドレポーター活動は、過去にも増して多彩でした。 
調 査 では、「たんぽぽ…」「ため池 …」「アオマツムシ…」を行 いました。「ため池 」「アオ

マツムシ」の結果を「フイールドレポーターだより」で 3 月初旬にお送りしましたがご覧のと

おり前 田 さん、森 さんが各 調 査 報 告 の細 部 に亘 る分 析 、或 いは再 度 現 地 へ確 認 、そし

てそれらをじっくりと最 大 限 活 用 網 羅 した立 派 な結 果 報 告 をまとめて下 さいました。お疲

れ様でした！！ 
 

上 記 の調 査 のほか、調 査 会 や観 察 会 、夏 のへちま交 流 会 、シロバナタンポポ調 査 、

ボランティアメッセに参加、伊吹山文化博物館と京極氏邸跡見学下見会、琵琶湖博物

館 研 究 発 表 参 加 etc．を行 いましたがお忙 しい中 それぞれの活 動 にご指 導 いただいた

先生方にお礼を申し上げます。 
 
そんなこんなで、スタッフの作 業 が輻 輳 してフィールドレポーター交 流 会 が持 てません

でしたが、遅ればせながら今年度調査を総括して 4 月 27 日 (日 )に交流会の開催を予

定していますので多数の参加をお待ちいたします。 
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